
2025熊本ゴルフ選手権 

熊日トーナメント 選手権の部 第2戦 

競 技 の 条 件 

1．ゴルフ規則 

  日本ゴルフ協会ゴルフ規則（2023年1月施行）と本競技の条件・ローカルルールを適用する。 

 

2．競技委員会の裁定 

  競技委員会は競技の条件を修正する権限を有し全ての事柄についての委員会の裁定は最終である。 

 

3．競技終了時点 

  本競技は、競技委員会の作成した順位表が掲示された時点をもって終了したものとする。 

 

ローカルルール 

1． アウト･オブ･バウンズの境界は白杭をもって標示する。 

２． 修理地は青杭または、白線をもってその限界を標示する。 

３． レッドペナルティエリアは、赤杭または赤線をもってその限界を標示する。 

４． 排水溝、バンカー内の排水管は動かせない障害物とする。 

５． 人工の表面を持つ道路に接した排水溝及び裸地は、その道路の一部とみなす。  

６． 使用球の規格 セクション８ローカルルールひな型 G－３適合球リストを適用する。 

７． 使用クラブの規格 セクション８ローカルルールひな型G-１適合ドライバーヘットリストを適用する。 

８． ホールとホールの間での練習禁止 セクション８ローカルルールひな型 １－２を適用する。 

ハーフターン待ち時間の練習は、「指定練習グリーン」のみとする。 

9. プレーの中断と再開 

 （１）プレーの中断については、ゴルフ規則5.7に従って処する事。 

（2）危険な状況のためのプレー中断は、カートナビゲーションを通じて伝えられる。 

  その他すべての中断は競技委員およびカートナビゲーションを通じて伝えられる。 

  プレーの再開は競技委員およびカートナビゲーションを通じて伝えられる。 

10. 移動 正規のラウンド中の移動について、競技者は乗用カートに乗車・運転することができる。 

11. 乗用カート搭載のGPSナビならびに個々の距離測定器の使用を認める。但し、風速・高低差など 

2点間の距離以外の機能は使用できない。 

12.樹木保護のための巻物施設(巻網など)は、コースと不可分の部分とする。 

13.池に球が入った時の処置として事実が分かっているか、ほぼ確実な場合、確認が無くても池に 

入ったと見なす。同伴者立会いの上、最後に横切ったと想われる地点を決定し、ルールに従って 

処理すること。 

14．コース内のヤードを標示する杭は動かせない障害物とする。 

15．動物による被害（猪・穴クマなど）及び異常なグランド状態と思われるものは修理地の表示（白線に 

青杭）がなくても修理地とみなしマーカー及び同伴者に確認し救済をすることが出来る。 

16.ジェネラルエリアにできた風穴はマーカー及び同伴者に確認し無罰で救済を受けることが出来る。 

 

 

開 催 日 : 令和7年4月4日(金) 

開催コース: あつまる阿蘇赤水ゴルフ倶楽部 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

注 意 事 項 

１． 競技の条件やローカルルールに追加、変更のあるときは、スターティングエリア付近に掲示して 

告示する。 

２． ルール上、自己の取るべき処置に疑念があるときは、マーカーに確認（宣告）の上「第２の球」を打っ

てプレーしスコア提出前に競技委員長の判断を仰ぐ。 

３． 練習は指定練習場にて行い、打放し練習場においては備え付けの球を使用し、練習は 1人３０球迄 

とする。また使用クラブは150y迄とする。（有料：500円） 

４． グリーン保護のため、メタルスパイクシューズ及びタウン用シュ－ズの使用を禁止する。 

必ずゴルフコース専用シューズに履き替えること。 

5. プレーの進行に留意し、先行組との間隔を不当にあけないよう注意すること。プレーを不当に 

遅らせた場合はペナルティを課す事がある。また、予備球を必ず携帯すること。 

6. スタートの呼出は一切行わないので、スタート5分前までにはティ－イングエリア付近に待機 

すること。 

7. 悪天候や日没などにより、前半の9ホールで競技成立の場合もある。 

8. コース内では携帯電話・スマートフォンの使用を禁止する。但し緊急時は除く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

競技委員長 西山千年 


